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• きっかけは、2011年3月11日に発生した「東日本大震災」
宮城県では復興を目指し、各行政単位で再生プランが大震災から2年後
に出来上がり、山元町からその再生プランへの参加要請を受け、関係機関に

よるプロジェクトで議論し設立の基本構想を作成しました。

• 山元町は県の最南端で南北に長く、太平洋の沿岸部に位置し農業が盛んで、
イチゴ、リンゴ、ブドウ、水稲が盛んに栽培されていました。

• 復興の再生計画では、町の基幹である「いちご」はいち早く実行されましたが、
水稲と畑作地の再生については地権者との合意形成にも時間を要しました。町
から示された全体３６０haの内、１２０haを畑作エリアとして当社に任され、作付け
品目の選定に入った。

• 選定の条件、①機械化一環体型が出来る、②過去に栽培されていた作物、③砂
地で地下水位が高い等を要件に加え、農地整備後計画の内容考慮し、「サツマ
イモ」が選択作物に入りました。

会社設立までの経緯



＜基本方針＞
◆担い手の育成・確保、地域農業や地域への貢献
◆機械化一貫体系や先進技術で新しい農業を！
◆安定的な取引先を確保し、安心できる営農
◆地産地消による加工事業等の6次化産業
◆ＪＡグループと連携した法人の設立、経営、営農、教育・研修
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＜基本構想＞
◆山元東部地区での生産を再開し、農地を保全できる永続的な営農を行います。
◆地域農業者の生活再建に向けた「住民参加型」の生産をめざします。
◆将来にわたって持続可能な経営ができる「新しい農業」をつくります。
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会社設立

雇用の創出（90人）

スマート農業の実践

6年目で経営安定化

干し芋の製造販売が順調



■本社所在地：宮城県亘理郡山元町高瀬字北中須賀３番地
■設立時期：平成27年7月21日
■資本金：5,000万円
【内訳】
みやぎ亘理農業協同組合
被災農家
全国農業協同組合連合会
パートナー企業
東北農林水産業応援ファンド

■役員構成：常勤役員 5名，非常勤役員 1名，監査役（非常勤）１名
■事業内容：生食用野菜や加工・業務用野菜の生産・販売ほか
■社員数：１０名（令和3年4月末現在）
■決算月：３月
■営農目標面積：118ha （令和３年度 約100ha）

【内訳】長ネギ（26ha）、サツマイモ（15ha）、タマネギ（19ha）、ニンジン（2ha）、
大豆（輪作作物）（18ha）、施設トマト（66a）、イチゴ（1ha）他

会社概要



▶ 令和２年、設立から５年が過ぎたても、品質・収量とも安定化しないことから、販路も市場に頼るしかなく販売面でも苦戦。

いまだ当初の計画で見込んだ、５年目に経営黒字化が見通せない状況に陥る。

▶ 令和２年度、一旦全ての品目、作型、作付面積をリセットする経営再建策でリスタートを決定。

※.特に、さつま芋は産地としての知名度もなく、生、干し芋とも在庫を抱えての年度越えとなり、１／３に面積を削減。

◆ 光明は、タマネギの作型（播種を早めて苗を大きくし定植（風対策））と品種が確立し始め、一定の収量品質が見込めてきたこと。

課題との闘い（歴史への挑戦）

発生都度、圃場再整備の要請 ⇒ 再整備 ⇒ 作付 ⇒ 再整備 ⇒ 作付

その間、雑草対策とネズミの駆除、作型に合わせた品種試験等を繰り返し

粘質の土を入れ
た客土や防風帯
の設置で再整備

【タマネギ】秋の季節風
で表層の砂が舞い上がり
定植した苗が吹き飛ばさ

れ壊滅状態

額縁明渠
による再
整備

【夏ネギ】春の
長雨で圃場から
水が引かず減収

再整備
【サツマイモ・秋ネギ】梅
雨長雨により同一圃場内でま
だらに水が引かず大幅減収

「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」 この地域でイチゴ栽培が定着した歴史を知
らず露地栽培へチャレンジ 品種改良や栽培技術の高度化と普及が、これまでの歴史に勝った❓



再挑戦

サツマイモへの思い
雑草、湿害、鳥獣害と、5年間苦しい思いをしていましたが、先進地茨城の生産者様等多くの方からの指導があり、
品種特性を生かしたおいしいさつまいもを作れる実力が確実について来ました。
今年ようやくそれが開花し始めました。生産現場へは、作付け前の時点から、もう既に150ｔの注文を頂いている
ので、何があってもその負託にこたえる良品質のサツマイモを生産するよう指示していましたが、見事にその期待に
応えてくれました。
その結果が社員の自信と誇りとなり、社内の空気も変わり、結果200t越えの収穫となりました。
後は、保管と調整を丁寧に実行し、翌年の契約数量拡大に向け4月までの6ヶ月間、望んで行きます。
※.経営の柱の作物になりそうです。

令和2年度 、タマネギ反収4.5tで750t（今年度は反収5.8tで1,100t）を販売、サツマイモでは干し芋でリピーターが
付き大好評により在庫が完売。
更には、東北経済連会様と九州経済連合会様の連携事業への参加のチャンスを頂き、輸出トライアルで輸出先の香
港から高評価を得て、令和3年度は120ｔの出荷契約が成立し本格輸出が開始。
また、国内向けも輸出をきっかけに、産地として認知されたことと、食味への評価により一気に契約出荷が決まり、
令和3年度産さつまいもは干し芋原料を除き、全て売約済みと完売につながった。

昨年、これまでの状況が激変❕ 変化への対応



洗いの皮むけ

収穫の難しさ

輸送中のカビ対策

課題挑戦



毎日の作業実績
を圃場別、品種
別、作型別に
データ化 →
毎週の定例で共
有化と課題整理、
作業の変更 →
結果の総括 ⇒
次作の目標設定

生産性向上と経営改善
作業実績データの蓄積による見える化と結果の共有化

【PDCAの実践】

更なる、生産性向上&収益性
の向上、目標設定と、共有化租作業の詳細を把握し損益

分岐点を明確化



ご清聴、ありがとうございました。


